
（様式２）

学校園名

１　教育目標

２　基本方針

３　指導目標

評価基準
A:できている B:だいたいできている C:あまりできていない D:できていない Ｅ：わからない

達成状況
自己評価の適切さ（関係者評

価）
達成状況

B

自分でしようとする気持ちを大切
に、家庭とも連携して進めてほし
い。また、体をたくさん動かして
遊ぶ楽しさを感じさせてほしい。

B

A
幼児が何に興味をもっているのか見
極め、そこに寄り添ってほしい。そし
て幼児の考えや思いをよく聞いてこ
れからも保育をしていってほしい。

A

A
幼児の周りの関係者が温かく成長を
見守ることができる環境を整えること
が大切である。周りが温かければ子
どもは愛情豊かに育つ。

A

令和5年度　学校園評価（関係者評価）シート
加古川市立尾上幼稚園

『仲間と共に　たくましく生活する子』

目指す幼児像
        （１）　のびのびと活動し、チャレンジする子
　　　　（２）　自分の思いを素直に表現する子
　　　　（３）　様々な人とふれあい、相手の気持ちを感じられる子

1　基本的生活習慣を確立する。２　好奇心・探求心の芽生えにつながる豊かな体験を重ねる。３　さまざまな人と関わる中で愛情や信頼感、自己肯定感を育む。

重点目標 評価項目 改善の方策

1　基本的生活習慣
を確立する。

規則正しい生活を送るこ
とができるようになった
か。

日々の積み重ねを大切にして、園で習得していくと共に、家庭
への支援・連携をしていく。広い園庭で十分に遊ぶことで基礎的
な体力はつき、挑戦する意欲が強くなっている。

２　好奇心・探求心
の芽生えにつながる
豊かな体験を重ね

る。

やってみたい、もっとした
いと興味や意欲を育む
保育内容だったか。

今年度は虫への興味を大切にしながらさまざまな遊びへの興味関心を
もたせることができた。そしてその遊びの中でそれぞれの子どもが「こう
したい」という思いをもって試行錯誤したり挑戦したりすることができた。

３　さまざまな人と関
わる中で愛情や信

頼感、自己肯定感を
育む。

いろいろな人に親しみを
感じられるような機会を
つくることができたか。

異年齢の関わりを大切に過ごす中でさまざまな気持ちを育てることがで
きた。また、今年度は小学校との関わりも多くもつことができ、憧れの気
持ちをもつことにつながｒった。保護者との関わりも多く、自分の父母だ
けでなくいろいろな保護者へも親しみをもつことができた。




